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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　少なくとも第１のルーメン（５０）および第２のルーメン（５１）を備えるマルチル
ーメンカテーテル（３４）と、
　　内視鏡（２０）および内視鏡シャフト（４３）と、
　を備えた治療薬送達デバイス
を備えている装置であって、
　前記内視鏡シャフトの遠位端は前記マルチルーメンカテーテルの前記第２のルーメンを
通って挿入可能であり、
　前記マルチルーメンカテーテルの前記第１のルーメンが膨張可能であり、
　前記第１のルーメンの遠位端に向かって延在する前記第１のルーメンのセクションは、
０～１０％の範囲の可撓性を有する非可撓性ポリマーであり、かつ、前記第１のルーメン
の前記遠位端は、２０～１００％の範囲の可撓性を有する可撓性ポリマーである、装置。
【請求項２】
　前記治療薬送達デバイスは、ゲル、ヒドロゲル、流体、液体、染料、および造影剤のう
ち少なくとも１つを含む治療薬を送達するためのものである、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記治療薬はキトサン系ヒドロゲルである、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１のルーメンの前記遠位端のみが、治療薬の投与において膨張するよう構成され
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る、請求項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１のルーメンが、前記第２のルーメンを取り囲む、請求項１～４のいずれか一項
に記載の装置。
【請求項６】
　前記マルチルーメンカテーテルが、治療薬の放出が可能であるように多孔質である、請
求項１～５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記マルチルーメンカテーテルが、２重ルーメンである、請求項１～５のいずれか一項
に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願］
　本出願は、２０１４年１月１５日に出願された米国特許出願第１４／１５５５０６号の
優先権を主張し、その内容全体は参照することにより本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、患者の小さな体腔、例えば、副鼻腔へ治療薬送達デバイスを挿入する装置お
よび方法であって、治療薬送達の間には拡張膨張状態を維持し、解剖学的構造からデバイ
スを挿入または除去する間に非膨張状態を維持するために膨張可能なセクションが治療薬
送達デバイスの遠位端に設けられる、装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　現在の治療薬送達カテーテルは通常、体内組織または体腔に簡単に通過されるように、
できるだけ小さく作製されている。治療薬はカテーテルルーメンを通して注入され、カテ
ーテルはその後組織または体腔から引き抜かれる。カテーテルが通路に対して大きすぎる
場合、周りの組織への外傷の原因となり、体腔内を通る移動が難題となりうる。したがっ
て、所望の送達部位までの通路に沿った組織に外傷を引き起こすことなく治療薬を送達可
能な小さなルーメンサイズのカテーテルを有することが望ましい。
【０００４】
　従来、流体を注入するための器具が内視鏡と併用されてきた。例えば、特許文献１は、
この目的のためにカテーテルおよびガイドワイヤを通すために用いられる内視鏡のワーキ
ングチャネルについて記載する。
【０００５】
　遠位端に膨張可能なセクションを有するカテーテルは、例えば特許文献２のように組織
の膨張または拡張のため、および特許文献３のようにヒドロゲル送達のための先行技術で
公知である。しかしながら、特許文献３は、本発明のようにカテーテルを通してのヒドロ
ゲル送達ではなく、トリガ剤と接触した際の外部表面からのヒドロゲルの放出を教示して
いる。
【０００６】
　上述のアプローチにかかわらず、粘性ヒドロゲル流体を、対象とする解剖学的領域、例
えば副鼻腔内へ注入するのに十分な大きさの直径を有するカテーテル導管が依然として必
要とされている。
【０００７】
　加えて、より濃く、より粘性のある流体が種々の細孔または穴を通って膨張可能セクシ
ョンの外側表面へと溶出し（ｅｌｕｔｅ）、治療薬を周囲の解剖学的構造へとより均一に
分配することができるように、遠位端に膨張可能セクションが設けられた導管が必要とさ
れている。
【０００８】
　治療薬を送達するための解剖学的空間の可視化が可能なように、内視鏡のシャフトと揃
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っている経路に沿って設けられる、対象の解剖学的領域内に挿入可能なカテーテル導管も
また必要とされている。副鼻腔の手術においては、例えば、この経路は、副鼻腔内に標的
送達するための非直線経路である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】欧州特許出願公開第０８１８２０８号明細書
【特許文献２】米国特許第８４１４４７３（Ｂ２）号
【特許文献３】米国特許第６５２４２７４号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、治療薬を提供するために非膨張状態から膨張状態に変化させる能力を有する
インターベンショナル副鼻腔内視鏡を提供することによって、上記ニーズの１つ以上を満
たす。インターベンショナル副鼻腔内視鏡は、内視鏡のシャフトの外側表面に取り付けら
れる取付部を有するカテーテであって、治療薬の注入中は膨張し、対象の解剖学的領域へ
のデバイスの挿入または対象の解剖学的領域からのデバイスの除去の間は非膨張状態に戻
ることが可能な膨張可能セクションがカテーテルの遠位端に設けられたカテーテルからな
ってもよい。
【００１１】
　膨張可能カテーテルを介する治療薬送達は、ゲル、ヒドロゲル、またはキトサン系ヒド
ロゲル等の粘性物質の送達であってもよく、さらに液体、染料、または造影剤を含む別の
種類の流体であってもよい。ヒドロゲルは水中または生体液中で膨潤する架橋高分子ネッ
トワークからなる。ヒドロゲルは、創傷被覆材として出血を止めるために、または薬物を
持続放出して外科手術後の治癒を促進させるために使用されてよいキャリアまたは生物活
性高分子として機能しうる。造影剤または染料を使用して、例えば、ファローピウス管の
開通性を確認してもよい。
【００１２】
　本発明を使用するための標的解剖学的領域としては、副鼻腔が挙げられるが、デバイス
は、尿道、胃腸管、または治療薬送達デバイスが設けられた内視鏡を使用することが望ま
れうる他の解剖学的位置を含むがこれらに限定されないその他の解剖学的領域への粘性物
質の標的送達に使用されうる。
【００１３】
　例示的な一実施形態において、膨張可能セクションには、上部表面に沿って細孔または
穴が設けられており、デバイスが完全に挿入されたときの対象の解剖学的領域へのヒドロ
ゲル治療薬の均一な分配を可能にする。カテーテルの膨張可能な遠位端セクションは、ヒ
ドロゲル治療薬の送達が、外科手術または診療所での外来処置に対応する妥当な期間内に
完了した後、非膨張状態への収縮を促進するような弾性率を有することができる。
【００１４】
　したがって、本発明の一態様によると、近位端および遠位端を有するカテーテルを備え
る治療薬送達デバイスと、近位端および遠位端を有する内視鏡ならびに近位端および遠位
端を有する内視鏡シャフトとを備えている装置であって、１つ以上の取付部は、内視鏡が
カテーテル内で摺動可能に受容されうるように、カテーテルの遠位部分を内視鏡の遠位部
分に取り付けるために設けられ、カテーテルは遠位端に膨張可能なルーメンを有し、膨張
可能なルーメンはカテーテルの近位端で治療薬が注入されると膨張する、装置が考慮され
ている。
【００１５】
　本発明は、１つ以上の取付部が内視鏡シャフトの外部表面の円周の少なくとも一部に取
り付けられるカテーテルの長さに沿う一連のクリップからなること、膨張可能なルーメン
が内視鏡シャフトの外方にのみ膨張すること、膨張可能なルーメンは膨張可能なルーメン
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の外側表面を通して治療薬の放出が可能であるように多孔質であること、治療薬はカテー
テルの遠位先端を通って送達可能であること、治療薬が遠位先端およびカテーテルの膨張
可能なルーメンの外側表面の両方を通って送達可能であること、または治療薬がカテーテ
ルの膨張可能なルーメンの外側表面を通って送達可能であること等の本明細書に記載され
る特徴の１つまたは任意の組合せによってさらに特徴付けられてもよい。
【００１６】
　本発明のさらに別の態様によると、第１のルーメンおよび第２のルーメンを備える２重
ルーメンカテーテルを備える治療薬送達デバイスと、内視鏡および内視鏡シャフトとを備
えている装置であって、内視鏡シャフトの遠位端は２重ルーメンカテーテルの当該第２の
ルーメンを通って挿入可能であり、２重ルーメンカテーテルの第１のルーメンは遠位端に
おいて膨張可能なルーメンである、装置が考慮されている。
【００１７】
　本発明は、治療薬はヒドロゲルであるかまたは治療薬はキトサンヒドロゲルである等の
本明細書に記載される特徴の１つまたは任意の組合せによって特徴付けられてもよい。
【００１８】
　本発明のさらに別の態様によると、治療薬を送達する方法であって、カテーテルを内視
鏡シャフトに隣接させて配置するステップであって、前記カテーテルには、内視鏡シャフ
トと摺動可能に係合するために１つ以上の取付部が設けられているステップと、カテーテ
ルおよび内視鏡シャフトを副鼻腔通路に挿入するステップと、カテーテルの近位端で治療
薬を注入するステップであって、それによって、カテーテルの遠位端で膨張可能セクショ
ンを強制的に膨張させ、治療薬を周囲の解剖学的構造内に溶出させるステップと、を含み
、膨張可能セクションは、副鼻腔通路を通って簡単に除去できるように治療薬送達後にし
ぼむ、治療薬を送達する方法が考慮されている。
【００１９】
　本発明は、１つ以上の取付部が内視鏡シャフトの外部表面の円周の少なくとも一部に取
り付けられるカテーテルの長さに沿う一連のクリップであること、または１つ以上の取付
部がカテーテルの長さに沿って設けられたカテーテルの第２のルーメンであり、中を通る
内視鏡シャフトが適合するように十分に大きいこと等の本明細書に記載される特徴の１つ
または任意の組合せによってさらに特徴付けられてもよい。
【００２０】
　さらなる態様、利点、および適用範囲は、本明細書に記載される記述から明らかになる
であろう。本記述および特定の実施例は例示のみを目的としており、本開示の範囲を制限
することを目的としていないと理解すべきである。
【００２１】
　本明細書に記載される図面は例示のみを目的としており、決して本開示の範囲を限定す
ることを目的としていない。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】内視鏡の外側表面に取り付けられている非膨張状態の膨張可能なカテーテルの断
面図である。
【図２】内視鏡の外側表面に取り付けられている膨張状態の膨張可能なカテーテルの断面
図である。
【図３】取付部を使用して内視鏡の外側表面に取り付けられている非膨張状態の膨張可能
なカテーテルの縦方向側面図である。
【図４】膨張状態の膨張可能なカテーテルの縦方向側面図であり、取付部を使用して内視
鏡の外側表面に取り付けられている膨張可能なカテーテルの長さの大部分は治療薬の注入
中膨張する。
【図５】取付部を使用して内視鏡の外側表面に取り付けられている非膨張状態の膨張可能
なカテーテルの縦方向側面図である。
【図６】膨張状態の膨張可能なカテーテルの縦方向側面図であり、取付部を使用して内視
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鏡の外側表面に取り付けられている膨張可能なカテーテルの遠位先端のセクションは治療
薬の注入中膨張する。
【図７Ａ】一実施形態における、非膨張状態で副鼻腔内視鏡に取り付けられている膨張可
能なカテーテルの縦方向側面図である。
【図７Ｂ】治療薬の注入中の膨張状態の膨張可能なカテーテルの図７Ａの実施形態の遠位
先端の拡大図である。
【図７Ｃ】図７Ａに示す実施形態における、膨張状態で副鼻腔内視鏡に取り付けられてい
る膨張可能なカテーテルの縦方向側面図である。
【図８Ａ】一実施形態における、非膨張状態で副鼻腔内視鏡に取り付けられている膨張可
能なカテーテルの縦方向側面図である。
【図８Ｂ】治療薬の注入中の膨張状態の膨張可能なカテーテルの図８Ａに示す実施形態の
遠位先端の拡大図である。
【図８Ｃ】図８Ａに示す実施形態における、膨張状態で副鼻腔内視鏡に取り付けられてい
る膨張可能なカテーテルの縦方向側面図である。
【図９】本発明の一実施形態の縦方向側面図の解剖学的配置を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下の記述は本質的に単なる例示であり、本開示、用途、または使用を限定することを
目的としていない。
【００２４】
　明らかとなるように、本明細書で教示されるデバイスおよび方法は、粘性物質を送達す
るための送達システムを備えた内視鏡でのアクセスが他の方法では困難であろう解剖学的
領域の改善された標的治療薬療法を提供する。
【００２５】
　本発明は、改善された膨張可能なカテーテルシステムを備えたインターベンショナル副
鼻腔内視鏡または治療薬送達デバイスについて記述する。膨張可能なカテーテルシステム
は、治療薬の注入を始める前に、対象の標的解剖学的構造を確認するために対象の解剖学
的構造の可視化が可能であるように、内視鏡に接続するための１つ以上の取付部を備える
ことができる。
【００２６】
　カテーテルは、内視鏡の長さに沿って内視鏡に取り付けられうるように１つ以上の取付
部を備えることが考慮される。一実施形態において、カテーテルは、内視鏡の表面と接触
する剛性スパインである円周に沿うセクションを備えることができる。剛性スパインは、
厚さが約０．１２７ｍｍ～約１．０１６ｍｍの範囲、好ましくは約０．１７８ｍｍ～約０
．７６２ｍｍの範囲、最も好ましくは約０．２５４ｍｍ～約０．５０８ｍｍの範囲の薄い
セクションであってよい。内視鏡の直径は通常、約３ｍｍ＋１～０．０１ｍｍの範囲であ
ってよい。
【００２７】
　一実施形態において、一連の可撓性プロング、クリップ、リング等はカテーテルの長さ
に沿って設けられてもよく、あるいは、剛性スパイン部分に結合される接着剤が提供され
て、内視鏡シャフトの長さに沿ったカテーテルの膨張可能なルーメンへの取付けを提供し
、それによりカテーテルと内視鏡との間で起こる摺動動作に抵抗できる。代替的実施形態
では、カテーテルは第１のルーメンおよび第２のルーメンを備える２重ルーメンカテーテ
ルである。第１のルーメンは治療薬の送達のための膨張可能なルーメンであってよく、第
２のルーメンは内視鏡シャフトの挿入のために使用されてよい。内視鏡の遠位先端が２重
ルーメンカテーテルの第２のルーメンの遠位先端と嵌め合うように、内視鏡は２重ルーメ
ンカテーテルの近位端に挿入され、摺動できる。
【００２８】
　内視鏡が直線シャフト型硬性内視鏡である場合、治療薬送達デバイスの挿入および除去
の際に内視鏡およびカテーテルが嵌め合い係合したままであるように、１つ以上の取付部
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はカテーテルを内視鏡のシャフトに内視鏡の長さに沿って嵌め合い係合させることができ
ると考慮される。
【００２９】
　あるいは、内視鏡が、例えば内視鏡の遠位端が内視鏡の近位端からの非直線経路に向け
られるような副鼻腔内視鏡であった場合、治療薬送達デバイスの膨張可能なカテーテルシ
ステムに設けられた１つ以上の取付部により、カテーテルは近位端から遠位端までの角度
に従うことによって内視鏡の非直線経路に適合できる。
【００３０】
　この剛性スパインセクションは内視鏡の表面に直接接触しうる。剛性スパインは内視鏡
シャフトと嵌め合い係合でき、その円周の一部に沿って内視鏡表面と接触できる。剛性ス
パインは、内視鏡の上部にあり、内視鏡表面の円周の約６０～１００°の範囲、好ましく
は内視鏡表面の円周の長さに沿って約７０～９０°の範囲、またはより好ましくは内視鏡
表面の円周の長さに沿って約６０～８０°の範囲で内視鏡表面の外部円周の上部を覆うよ
うなものであってよい。剛性スパインはポリマー、より詳細にはナイロン支持材料で構成
されてよい。
【００３１】
　カテーテルの円周の残りは、治療薬の注入の際に膨張するバルーン壁で構成されてよい
。膨張可能部分の所望の長さは、カテーテルが通る解剖学的構造に依存する。一実施形態
において、カテーテルの内視鏡に取り付けられた部分の全体長さは、治療薬の注入の際に
膨張できる。代替的実施形態では、バルーンの遠位部分のみが治療薬の注入の際に膨張す
る。鼻腔、すなわち、ｌｍｍ　ｏｓｔｉａの近傍等のサイズ制限が存在する解剖学的領域
では、バルーンの遠位部分のみが膨張可能な実施形態が操作の最良の形態でありうること
が考慮される。
【００３２】
　膨張可能な壁は、膨張中の組織外傷を最小限に抑え、外科手術または外来患者の診療所
での処置で使用するのに妥当であるようにある期間で収縮するかまたはしぼむ柔らかく可
撓性の材料であってよい。
【００３３】
　例えばＰＥＴまたはナイロンのような非可撓性ポリマーを、膨張することが意図されて
いないカテーテルの領域のために使用できる。非可撓性ポリマーの可撓性範囲は通常０～
１０％の範囲内である。例えばポリウレタン、ナイロンエラストマー、または他の熱弾性
エラストマーのような可撓性ポリマーを、膨張することが意図されるカテーテルの領域の
ために使用できる。可撓性ポリマーの可撓性範囲は通常２０～１００％またはそれ以上の
範囲内である。半可撓性ポリマーは膨張可能なカテーテルのセクションに使用することも
できると考えられる。半可撓性ポリマーは、約１０～２０％の可撓性範囲を有しうるＰＥ
Ｔ、ナイロン、ポリウレタン、または他の熱弾性エラストマーであってよい。
【００３４】
　一実施形態において、カテーテルはシリンジの近位端に接続できる。シリンジを使用し
て、ゲル、ヒドロゲル、液体、染料、または造影剤を含む流体を挙げることができる治療
薬を膨張可能なカテーテルに注入できる。シリンジは、対象の治療薬の移送の助けとなる
サイズの標準シリンジまたはバルブシリンジであってよい。シリンジはルアーロックコネ
クタにより膨張可能なカテーテルの管材料と接続できる。
【００３５】
　標的治療薬送達は、病態の治療または予防、例えば、外科手術後の感染性鼻炎の予防の
ために薬物を送達する溶液、ゲル、ヒドロゲル、または液体の注入であってよい。標的治
療薬は抗炎症炭水化物ポリマーとステロイドとの化合物であってよい。抗炎症炭水化物ポ
リマーはキトサンであってよい。キトサンは、炎症を抑え、止血を促し、治癒に役立ちう
る不活性物質である。
【００３６】
　本発明の一実施形態では、キトサンヒドロゲルは創傷治癒の目的で使用され、キトサン
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を例えば、グルタルアルデヒド、ホルムアルデヒド、エポキシ化合物、ジアルデヒド、ま
たはデンプン等の架橋剤で架橋させて形成できる。キトサンは、水酸化ナトリウムを使用
して甲殻類の殻から形成されるランダムに分布する脱アセチル化単位（β－（１－４）結
合Ｄ－グルコサミン）と、アセチル化単位（Ｎ－アセチル－Ｄ－グルコサミン）とで構成
される線状多糖類である。
【００３７】
　本教示の実施形態の実施例を示す図を見ると、図１は、本発明のデバイスの一実施形態
の遠位端の断面を詳述しており、非膨張状態の膨張可能なカテーテル（しぼんだカテーテ
ル）２２が剛性スパイン３３により内視鏡２０の外側表面に取り付けられている。剛性ス
パイン３３は、約０．２２９ｍｍ～約０．３５６ｍｍの範囲、好ましくは約０．２５４ｍ
ｍ～約０．３３０ｍｍの範囲、より好ましくは約０．２７９ｍｍ～約０．３０５ｍｍの範
囲の厚さの薄いポリマーまたはナイロンであってよいと考えられる。内視鏡２０の遠位端
の直径は、１ｍｍ～５ｍｍの範囲、好ましくは２ｍｍ～４ｍｍの範囲、最も好ましくは２
．９９ｍｍ～３．０１ｍｍの範囲であってよい。さまざまなサイズの内視鏡を本発明の教
示と共に使用してよいと考えられる。
【００３８】
　図２は、本発明のデバイスの遠位端の断面を詳述しており、内視鏡２０、剛性スパイン
３３、および膨張されたカテーテル２３を示す。デバイスは通常、図１の構成における対
象の解剖学的構造に挿入でき、標的の解剖学的領域に達すると、治療薬がデバイスの近位
端内に注入され、図２のように膨張可能なカテーテルの膨張を引き起こし、対象の領域に
送達される。
【００３９】
　図３および図４はデバイス全体の一実施形態の縦方向側面図を詳述している。取付部２
４は剛性スパイン３３から延びて内視鏡２０を取り囲み、デバイスが対象の解剖学的領域
へ挿入されている間、しぼんだカテーテル２２と嵌め合い係合する。内視鏡が所望の対象
の解剖学的領域に到達すると、治療薬２６が注入され、治療薬またはヒドロゲル２６が対
象の解剖学的領域に注入されるときにしぼんだカテーテル２２を形成する可撓性材料が膨
張して膨張されたカテーテル２３になる。視野角（ＦＯＶ）２５は、内視鏡の遠位端２１
の前方の観察領域を示す。シリンジ３７ｂはルアーロックコネクタ３８を介してしぼんだ
カテーテル２２に接続される。デバイスの近位端２７にて、内視鏡の接眼レンズ４０によ
ってユーザが対象の解剖学的領域を見ることができる。ライトポスト３５により光源への
接続を可能にし、光ファイバーケーブルを介して内視鏡の遠位端に照明を提供する。吸引
口３６は内視鏡２０内の吸引チャネルと接続し、内視鏡の遠位端２１における吸引能力を
提供する。
【００４０】
　本発明のデバイスは、さまざまな視野角を持つように設計されたさまざまな形状および
サイズの内視鏡と連携できると考えられる。例えば、鼻で使用するのがより望ましい内視
鏡は非直線先端を有してよい。取付部２４は、任意の形状およびサイズの内視鏡への取付
けを提供し、さらには治療薬２６を対象の標的解剖学的領域、すなわち、内視鏡の先端に
送達するよう意図されている。
【００４１】
　図５および図６は本発明の代替的実施形態を詳述しており、剛性スパイン３３に接続さ
れている内視鏡の取付部２４は膨張可能なカテーテルと内視鏡２０との接触で会って、非
直線遠位先端に沿う部分を含むその長さに沿った接触を維持するのに役立つ。カテーテル
２２には細孔または穴２９が遠位端に設けられており、それによって、治療薬２６を膨張
可能なカテーテルに注入するときに、治療薬２６が膨張されたカテーテル２３の最も遠位
側の端部の穴およびいくつかの追加の細孔または穴２９の両方を通って送達でき、それに
より治療薬２６が対象の解剖学的領域へより広範囲に到達させられることができる。図５
および図６は、しぼんだカテーテル２２の近位端に接続されたバルブシリンジ３７ａの使
用を示す。デバイスの近位端２７にて、内視鏡の接眼レンズ４０によってユーザが対象の
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解剖学的領域を見ることができる。ライトポスト３５により光源への接続を可能にし、光
ファイバーケーブルを介して内視鏡の遠位端に照明を提供する。吸引口３６は内視鏡２０
内の吸引チャネルと接続し、内視鏡の遠位端２１における吸引能力を提供する。
【００４２】
　図７Ａ～図７Ｃは本発明の代替的実施形態を詳述しており、マルチルーメンカテーテル
３４は副鼻腔内視鏡２０を取り囲んでいる。対象の解剖学的領域が見えるように、内視鏡
の遠位端２１が膨張可能なカテーテルの遠位端をちょうど過ぎたところまで突出するよう
に、メイン中央ルーメンは内視鏡２０上を摺動する。外側のルーメンはメインルーメンを
取り囲み、治療薬２６の注入の際膨張可能である。穴または細孔２９はカテーテル２２の
遠位端にて、副鼻腔内視鏡２０の傾斜先端３０の遠位端領域における外周全体周りに設け
られてよく、それによって、治療薬２６を膨張可能なカテーテル内に注入する際に、治療
薬２６が膨張されたカテーテル２３の最も遠位側の端部の穴およびいくつかの追加の細孔
または穴２９の両方を通って送達でき、それにより治療薬２６が対象の解剖学的領域へよ
り広範囲に到達させられることができる。図７Ａおよび図７Ｃは、カテーテル２２の近位
端に接続されたバルブシリンジ３７ａの使用を示す。内視鏡の接眼レンズ４０によりユー
ザは対象の解剖学的領域を見ることができる。ライトポスト３５により光源への接続を可
能にし、光ファイバーケーブル３９を介して内視鏡の遠位端に照明を提供する。吸引口３
６は内視鏡２０内の吸引チャネルと接続し、内視鏡の遠位端２１における吸引能力を提供
する。ワーキングチャネル４１は対象の解剖学的領域内へのさらなる手術道具の導入を可
能にし、例えば、組織切除等のタスクを達成する。図７Ｂは、カテーテル２３を通って内
視鏡２０上下両方の領域に注入されるヒドロゲルまたは治療薬２６を詳述している。
【００４３】
　図８Ａ～図８Ｃは本発明の代替的実施形態を詳述しており、２重ルーメンカテーテル３
４は内視鏡２０を取り囲んでいる。対象の解剖学的領域が見えるように、内視鏡の遠位端
２１が膨張可能なカテーテルの遠位端をちょうど過ぎたところまで突出するように、メイ
ンルーメンは内視鏡２０上を摺動する。さらなるルーメンがメインルーメンに並んで設け
られ、治療薬２６の注入の際膨張可能である。剛性スパイン３３はカテーテル２２のメイ
ンルーメンの内部に設けられ、内視鏡が摺動して通るときの安定性をもたらす。穴または
細孔２９は、遠位端領域上部の周囲において、さらなるルーメンの外周に沿うカテーテル
２２の遠位端に設けられてよく、それによって、治療薬２６を膨張可能なカテーテル２２
内に注入する際に、治療薬２６は膨張されたカテーテル２３の最も遠位側の端部の穴およ
びいくつかの追加の細孔または穴２９の両方を通って送達でき、それにより治療薬２６が
対象の解剖学的領域へより広範囲に到達させられることができる。図８Ａおよび図８Ｃは
、カテーテル２２の近位端に接続されたバルブシリンジ３７ａの使用を示す。内視鏡の接
眼レンズ４０によりユーザは対象の解剖学的領域を見ることができる。ライトポスト３５
により光源への接続を可能にし、光ファイバーケーブル３９を介して内視鏡の遠位端に照
明を提供する。吸引口３６は内視鏡２０内の吸引チャネルと接続し、内視鏡の遠位端２１
における吸引能力を提供する。ワーキングチャネル４１は対象の解剖学的領域内へのさら
なる手術道具の導入を可能にし、例えば、組織切除等のタスクを達成する。図８Ｂは、カ
テーテル２３を通って内視鏡２０の上の領域に注入されるヒドロゲルまたは治療薬２６を
詳述している。
【００４４】
　図９は患者の副鼻腔４２で使用される本発明の一実施形態を詳述している。
【００４５】
　上述の実施形態または実施例は互いに排他的ではなくてよく、また互いに組み合わせて
使用されてよいと考えられる。
【００４６】
　別段の指定のないかぎり、本明細書に図示された種々の構造の寸法および幾何形状は本
発明に制限されないことが意図され、他の寸法または幾何形状が可能である。複数の構造
部品は単一の一体型構造によって提供することができる。あるいは、単一の一体型構造は
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別個の複数の部品に分割されうる。加えて、本発明の特徴を図示した実施形態の１つのみ
との関係において説明したが、このような特徴は任意の所与の用途のために他の実施形態
の１つ以上の他の特徴と組み合わせてもよい。上記から、本明細書における独自の構造の
製作およびその操作もまた本発明の方法を構成することがさらに理解されるであろう。
【００４７】
　以上、本発明の好ましい実施形態を開示した。しかし、当業者はある種の修正が本発明
の教示内に収まることを認識するであろう。したがって、以下の特許請求の範囲は本発明
の真の範囲および内容を決定するように検討されるべきである。
【００４８】
　任意の数値範囲は、１単位の刻みで下方値から上方値までのすべての値を含むが、ただ
し少なくとも２単位の隔たりが任意の下方値と任意の上方値との間に存在することを条件
とする。一例として、構成成分の量または例えば、温度、圧力、時間等のプロセス変数の
値が例えば、１～９０、好ましくは２０～８０、より好ましくは３０～７０であると述べ
られる場合、１５～８５、２２～６８、４３～５１、３０～３２等の値が本明細書では明
示的に挙げられると意図される。１未満の値については、１単位は０．０００１、０．０
０１、０．０１、または０．１であると適宜みなされる。これらは、具体的に意図される
ものの例に過ぎず、列挙される最小値と最大値との間における数値のすべての可能な組合
せが、同様に本出願において明示的に述べられるとみなされなければならない。
【００４９】
　別段の指定のないかぎり、すべての範囲は端点および端点間のあらゆる数の両方を含む
。範囲に関連する「約」および「およそ」の使用は範囲の端点両方にも当てはまる。した
がって、「約２０～約３０」は少なくとも明示された端点を含む「約２０～約３０」を包
含すると意図される。
【００５０】
　特許出願および刊行物を含むすべての記事および引用文献の開示はあらゆる目的で参考
として組み込まれる。
【００５１】
　組合せを記述するための用語「本質的に～からなる」は、特定の要素、成分、部品、ま
たはステップ、ならびに当該組合せの基本的特性および新規の特性に実質的に影響を与え
ない他の要素、成分、部品、またはステップを含むものとする。
【００５２】
　本明細書において要素、成分、部品、またはステップの組合せを記述する用語「備える
」または「含む」の使用はさらに、本質的に要素、成分、部品、またはステップからなる
実施形態を意図する。
【００５３】
　複数の要素、成分、部品、またはステップは、単一の統合された要素、成分、部品、ま
たはステップにより提供でき、単一の統合された要素、成分、部品、またはステップは別
個の複数の要素、成分、部品、またはステップに分割されうる。要素、成分、部品、また
はステップを記述するための「１つの（ａ、ｏｎｅ）」の開示は、追加の要素、成分、部
品、またはステップを排除することを意図していない。
【符号の説明】
【００５４】
　　２０　内視鏡
　　２１　内視鏡の遠位端
　　２２　しぼんだカテーテル／カテーテル
　　２３　膨張されたカテーテル
　　２４　取付部
　　２５　視野角
　　２６　ゲル、ヒドロゲル、またはキトサン系ヒドロゲルを含み、また液体、染料、ま
たは造影剤を含む別の種類の流体であってもよい治療薬
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　　２７　内視鏡の近位端
　　２９　膨張可能なカテーテルの遠位領域における穴または細孔
　　３０　副鼻腔内視鏡の傾斜先端
　　３３　剛性スパイン
　　３４　マルチルーメンカテーテル
　　３５　ライトポスト
　　３６　吸引口
　　３７ａ　バルブシリンジ
　　３７ｂ　シリンジ
　　３８　ルアーロックコネクタ
　　３９　光ファイバーケーブル
　　４０　内視鏡の接眼レンズ
　　４１　ワーキングチャネル
　　４２　副鼻腔
　　４３　内視鏡シャフト
　　４４　カテーテルの近位端
　　４５　カテーテルの遠位端
　　４６　内視鏡シャフトの近位端
　　４７　内視鏡シャフトの遠位端
　　４８　カテーテルの遠位部分
　　４９　内視鏡の遠位部分
　　５０　カテーテルの第１のルーメン
　　５１　カテーテルの第２のルーメン
　　５２　カテーテルの第３のルーメン

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７Ｃ】 【図８Ａ】
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